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プにより大きく異なることがわかってきた。さらに、このサブタイプのひとつである ER 陽性 H
ER2 陰性乳癌のなかには化学療法が有効なものとそうでないものが混在することがわかってき







 2003 年 4 月から 2011 年 10 月に術前化学療法としてアンスラサイクリン系とタキサン系薬剤















の発現状況の相関（Table 3、Table 4） 









化学療法後の FOXA1 が高発現であると無遠隔再発生存期間が有意に良好（Table 6、Figure 4） 
手術標本の腫瘍径、腋窩リンパ節転移の数、核異型度、ER、PgR、Ki67、BCL2、FOXA1、
MAPT を無遠隔再発生存期間について、COX の比例ハザードモデルを用い単変量および多変量
解析を行った。腋窩リンパ節転移の数、化学療法前の ER 発現量、化学療法後の FOXA1 発現量
は単変量解析、多変量解析ともに無遠隔再発生存と有意な相関があった。化学療法後の Ki67 発
現量は単変量解析では有意であったが、多変量解析では有意ではなかった。化学療法後の FOXA1





今回の検討により、ER 陽性 HER2 陰性乳癌において化学療法前の Ki67 発現は臨床的および
組織学的治療効果と相関することが示されたが、これは諸家の報告を支持する結果であった。 
また、FOXA1 高発現の乳癌は ER 陽性乳癌における予後良好因子であることが報告されており、
今回の検討によって得られた化学療法後の FOXA1 高発現と予後との相関は、この報告を支持す
る結果であった。FOXA1 が予後良好因子である理由として、FOXA1 発現は ER 発現と強い正の





  論文審査の結果の要旨 
【目的】乳癌をサブタイプに分類してタイプごとに適切な治療を行うことにより、その予後は
飛躍的に良好になってきた。その中で、ER 陽性 HER2 陰性乳癌のなかには化学療法が有効なも
のとそうでないものが混在することがわかってきた。そこで、薬物療法の治療効果や予後との
関連が報告されている BCL2、FOXA1、MAPT が ER 陽性 HER2 陰性乳癌において術前化学療法の治
療効果予測因子および予後予測因子になりうるかを明らかにする目的で本研究を行った。 
【方法】対象症例は 2003 年 4 月から 2011 年 10 月に手術された乳癌の中で、術前化学療法
（アンスラサイクリン系とタキサン系薬剤またはアンスラサイクリン系のみ）を施行した ER








腋窩リンパ節転移の数、化学療法前の ER 発現量、化学療法後の FOXA1 発現量が予測因子にな
りうることが明らかとなった。そこで、術前化学療法後の FOXA1 発現量別に無遠隔再発生存率
を比較検討したところ、FOXA1 高発現群が有意に良好であった。 
【考察・結論】ER 陽性乳癌において FOXA1 高発現が予後良好因子であることは既に報告されて
いるが、今回の研究では術前化学療法後の FOXA1 高発現が ER 陽性 HER2 陰性乳癌において予後
良好因子であることを明らかにした。その理由として、FOXA1 は ER による転写活性の制御に関
与しているから、術前化学療法後に施行したホルモン療法の効果に関係している可能性が示唆
された。 
【審査内容】主査の高橋から、今回の検討対象とした BCL2, FOXA1, MAPT の免疫染色における
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